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年次・学期 東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻博士課程前期
水曜3限（13:00～14:30）大学院講義室109

講義の趣旨
建築とITコミュニケーションを統合的なひとつのデザインの問題として考える。
オフィス、学校、図書館などの建築空間の多くは、その内部で情報の授受を行うことが主要な役割であっ
た。しかし、近年の情報技術の革新によって、建築空間と情報の関係は大きく変化した。これからの空間と
情報のデザインを考えていくためには、両者の相互作用を根本的に見直す必要がある。両者は別々の分野で
はなく、そのデザインにあたっては総合的に検討されなければならない。この講義では、テクノロジーのみ
ならず、社会学、芸術、哲学、認知科学などの分野にも視野を広げ、空間と情報にかかわる諸理論と事例を
展望する。 
受講に当たっては、必ずしも予備知識は必要ない。履修後は、空間と情報の相互作用に関する常識的知識の
一端を獲得することによって、両者を見渡した地点から、新たな問題を考えはじめられるようになることが
期待される。 

2009年度のスケジュール 

2009年4月15日（水) 1 はじめに
2009年4月22日（水) 2 データの表象
2009年4月29日（水) 昭和の日
2009年5月6日（水) 振替休日
2009年5月13日（水) 3 空間の表象
2009年5月20日（水) 4 身体と空間1
2009年5月27日（水) 5 身体と空間2
2009年6月3日（水) 6 速度とスケール
2009年6月10日（水) 7 情報化社会論
2009年6月17日（水) 休講
2009年6月24日（水) 休講
2009年7月1日（水) 8 情報と都市、アーキテクチャ
2009年7月8日（水) 9 情報と場所、没場所化する社会で
2009年7月15日（水) 10 建築とコンピュータ
2009年7月22日（水) 11 Facility Management, Building Information Modeling



2009年7月22日（水) 11 Facility Management, Building Information Modeling

評価方法 
期末レポートを評価の主材料とする。 
すぐれたレポート等はウェブサイト等で公開することがある。 

教科書・参考書・リンク 
教科書は特に指定しない。 
授業では、原則として毎回ハンドアウトを配布する。ハンドアウトは各回授業終了後にウェブサイトに置く
ので、欠席した場合などはダウンロードすること。研究室に取りに来ても予備はない。 
講義内容に関する疑問、質問、感想、意見など、随時下記のメールで受け付ける。

motoe@archi.tohoku.ac.jp
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